
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州フィナンシャルグループ傘下の株式会社肥後銀行（取締役頭取：笠原慶久、

以下「肥後銀行」という。）および株式会社鹿児島銀行（取締役頭取：碇山浩美、

以下「鹿児島銀行」という。）と株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：牧

裕文、以下「DBJ」という。）は、令和 8年熊本地震の影響を受けた事業者の復旧・

復興および地域産業基盤維持を支援するため、「熊本地震復興協働プログラム」（以

下「当プログラム」）を創設し、当プログラムの下、協働ファシリティを組成する

ことを決定いたしました。 

 

被災の影響は、設備の損壊といった直接的な被害にとどまらず、取引停止や需要

減少等を通じてサプライチェーンに波及し、地域全体の雇用や経済に影響を及ぼ

すことが懸念されます。当プログラムは、被災前の状態に戻す「復旧」にとどまら

ず、災害の経験を踏まえて防災・減災や事業継続力の向上を図り、より強靱で持続

可能な地域経済の構築を目指す「創造的復興（ビルド・バック・ベター）」を支援

するものです。 

 

当プログラムを通じ、令和 8 年熊本地震の影響を受けた事業者の創造的復興を

支援するため、事業者の状況や資金需要に応じた融資、大口・長期資金およびリス

クマネーの提供等を行います。また、資金面での支援に加え、被災経験や復興の取

り組みに関する情報発信等を通じ、防災・BCPおよび事業継続力の向上を後押し

します。 

 

地域事情に精通し、被災地域に広範なネットワークと顧客基盤を有する肥後銀

行および鹿児島銀行と、投融資一体型の金融サービス・情報発信を提供する DBJ

が連携することで、被災企業の資金需要に対し、有効かつ効率的な支援策を講じて

まいります。 

 

肥後銀行・鹿児島銀行・DBJは、平成 28年熊本地震以降、被災地域の復旧・復

興支援や、企業と地域の災害レジリエンス強化に取り組んでまいりました。今後に

つきましても、関係機関と連携し、被災地域の一日も早い復旧・復興、地域産業基

盤維持および持続的な発展に向け、さまざまな形で積極的に支援してまいります。 

 
 

  

熊本地震からの創造的復興に向けた 

「熊本地震復興協働プログラム」の創設について 
～ビルド・バック・ベターで次のステージへ～ 

2026年 10月 9日 

株 式 会 社 肥 後 銀 行 

株 式 会 社 鹿 児 島 銀 行 

株式会社日本政策投資銀行 
 



【当プログラムのコンセプト】 

 
 

 

【当プログラムの概要】 

 
 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社肥後銀行法人コンサルティング部 電話番号 ０９６－３２６－８６０２ 

株式会社鹿児島銀行地域支援部  電話番号 ０９９－２３９－９７１８ 

株式会社日本政策投資銀行九州支店  電話番号 ０９２－７４１－７７３４ 

株式会社日本政策投資銀行南九州支店  電話番号 ０９９－２２６－２６６６ 

 


